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1．はじめに

　本校は，明治 40 年に京橋区築地に，東京府
立工芸学校として，金属細工科，精密機械科の
二科からなる学校として，開校した。その後，
明治 41 年に家具製作科，大正 7年に印刷科，
昭和 24 年に図案科が設置された。現在では，
学科名をアートクラフト科，マシンクラフト科，
インテリア科，グラフィックアーツ科及びデザ
イン科と学科名を変更している。全日制は，各
学科 1学級で，合計 15 学級であり，定時制は，
デザイン科を除く 4学科，16 学級である。現在
の校舎は，地上 9階・地下 2階，エレベーター
4基を設置する設備で，JR水道橋駅から徒歩 1
分もかからない場所にあり，都立高校の中でも
一番の駅チカ高校である。平成 29 年には，創
立 110 周年式典を行った。

2．本校の特色

　本校は，都内唯一の工芸系高校であり，今ま
で 1万 4千人を超える卒業生を輩出している。
卒業生は，日本の工芸・デザインの各分野で活
躍しているものが多く，重要無形文化財保持者
（いわゆる人間国宝）4名，新幹線 N 700 系のデ

ザイナー，アートディレクター，漫画家など数
多くの著名人を輩出している。
⑴　アートクラフト科
　開校当時は，金属細工科の名称であり，この
名称からもわかるように，金属加工の伝統技法
を学び，現代感覚にあふれた美しい工芸作品を
生み出している。授業では，デッサン・製図・
構成の基本を確実に身につけ，手仕事を基本と
するジュエリー，食器などの実用品から工芸
品・彫刻まで幅広く製作する。施設・設備では，
彫金室，鋳造室，鍛金室やコンピュータ室，製
図室が地下 1階と 8階・9階にある。生徒は，
実習時の移動はエレベーターを使用するが，短
い休み時間には他科の生徒も利用するため，計
画的な行動を心がけている。

21 世紀を担う工芸・デザイン分野の人材育成を目指して
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⑵　マシンクラフト科
　開校当時は，精密機械科の名称であり，アー

図1　アートクラフト科
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　筆者は，医学博士で東北大学の加齢医学研究
所長でかつ脳科学の専門家であり，｢脳トレ｣「脳
を鍛える大人のドリル」｢現代人の脳鍛錬｣等，
著書も多い。
　本書は，2010 年頃より急速に普及したスマホ
が，人々の生活に深く浸透し，電車の中や街中
でもスマホを使う人が非常に多くなってきてい
る現状から，スマホ使用に付帯するリスク，と
りわけ子どもたちによる長時間使用の危険性や
成績に及ぼす影響について実態調査に基づいて
まとめている良書である。
　著者は，仙台市の教育委員会と協力し，合計
7万人余の子どもたちを対象に，数年間にわた
って行った大規模調査結果を基に，スマホ使用
がもたらす影響を解明し，スマホ使用のリスク
について正面から取り上げている。
　「スマホを使うだけで成績が下がる！？」で
は，平成 25 年の仙台市中学校標準学力検査結
果（22,390 人対象）｢平日の携帯・スマホ使用
時間と数学の成績の平均点」のグラフを元に，
例えば，「家で 2時間以上勉強したとしても，
スマホを 3時間以上使う」より「ほとんど家で
勉強しないがスマホは使わない生徒達」の方が
成績が良くなってしまうという結果が出ている
ことから，「2時間以上勉強した」努力が全部
無駄になっていると指摘している。
　そして著者は，調査結果から自宅で勉強して
いる生徒も勉強しない生徒も等しく成績が低下
していることから，家庭学習時間の減少が学力
低下の直接の原因である可能性は低いとしてい
る。このことは，数学以外の国語，理科，社会
でも同様の結果であるとしている。

　さらに LINE等の使用時間と学習成績では，
LINEやテレビ等の使用時間が長いほど，主要
教科の試験の成績が低いことが示されている。
　また，スマホ等使用による成績の低下は，学
習時間とも睡眠時間とも関連せず，スマホ等の
使用が直接成績に影響を与えている可能性があ
るとし，スマホ等の長時間使用が子どもの脳に
何か悪影響を与えていると指摘している。
　また，スマホの使用をやめたり使用時間を短
縮することで，学力の回復が可能であることも
調査結果で示されている。
　また，子どもの脳の健全な発達を支援する場
合や高齢者の脳をいつまでも健康に保つ場合
も，日常生活で「前頭前野」をきちんと使うこ
とが大切であると事例をあげて解説している。
　例えば，文章を書くとき，パソコンでは前頭
前野は働かず，自分の手や指を使った知的作業
では良く働くと述べている。
　脳も身体も積極的に使わない状態をヒトは
「楽」で「便利」と感じ，結果として脳機能や
身体機能を低下させているとも指摘している。
　また，ゲームやテレビの長時間プレイや視聴
により脳発達，特に前頭前野の発達に遅延が生
じているとし，スマホ使用でも同様に悪影響が
あるとしている。
　著者は，「おわりに」で，中学生よりもスマ
ホの使用率の高い高校生や大学生には，より深
刻な影響があろうと推定している。
　さらに，今世紀，情報通信技術が飛躍的に発
展し，スマホに代表される情報通信端末が広く
普及したことにより，人類と社会や文明は，ヒ
トの内面から破壊される可能性をもってしまっ
たのではないかと指摘し，内なる破壊はすでに
深く静かに始まっており，多くの家庭でコミュ
ニケーションの在り方に変容が始まっているの
が一つの証拠であると結んでいる。
（集英社新書， 216 頁， 740 円＋税）　　（山下省蔵）

スマホが学力を破壊する

川島隆太　著
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トクラフト科と同様に本校で最も歴史のある学
科の一つである。いわゆる工業高校の機械科と
の違いは，自分のイメージしたものを形にする
ことに重きを置いていることである。つまり，
全員が同じ図面によるものづくりではなく，個
人の個性が大いに反映される世界で一つの作品
をめざすものづくりである。使用する機械類は，
切削加工機，鋳造，溶接等であるが，教員は，
生徒のものづくりに対する情熱に応えるため，
指導方法の工夫や素材の特性研究など試行錯誤
の日々である。科の特徴としては，課題研究で，
テーマを 1つ決定し，班別でものづくりをすす
め，最後にクラスで 1つの作品を完成させてい
る。作品は，重量感もあり，学校見学会の参加
者の目を引くものに仕上がっている。

り，内部の家具や照明，カーテン，カーペット
などの配置も考えなければならない。授業では，
基礎的なデッサンやスケッチ，色彩構成などの
造形をはじめ，完成予想図の描き方，模型のつ
くり方，木材の加工・組み立て方，室内空間の
コーディネートを学ぶ。また，空間を企画・製
作するために必要な幅広い分野の知識，アイデ
アを表現するための技能も身につける。
⑷　グラフィックアーツ科
　前身は，印刷科であり，本学科では，視覚的
な表現に特化した知識と技術を習得する。習得
する技能の三本柱として，「組版編集」「写真」「印
刷」があり，写真や文章を美しく分かりやすく，
正しく伝えることに創意工夫を凝らしている。
一般にグラフィックアーツで取り扱うメディア
は，ポスター，新聞，雑誌，パンフレット，パ
ッケージなど紙に印刷するものであるが，本科
は電子媒体やマルチメディアにも対応し，ウェ
ブサイト，映像，アニメーションなどの制作に
も取り組んでいる。施設・設備は，タイポグラ
フィ実習室，スタジオ実習室，4色オフセット
印刷機を設置しているペーパープレス実習室や
工芸印刷実習室がある。

図3　インテリア科

図4　グラフィックアーツ科

図2　オリンピックメダル（マシンクラフト科）

⑶　インテリア科
　前身は，家具製作科であり，本学科が追究す
る最も重要なテーマは，快適な住居空間を問う
ことである。住居空間とは，人が快適さを求め
るリビングルームや店舗，車の中など多様であ

⑸　デザイン科
　前身は，図案科であり，本校では一番新しい
学科となっている。本学科では，製品のかたち
や素材を考えることから，その製品のロゴやマ
ーク，パッケージ，商品広告をデザインし，テ
レビ CMや店頭でのセールスプロモーションを
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企画するなど，学習内容は多岐なものになって
いる。学習内容は，デザイン活動に関する基本
的な知識として，発想力・創造力のスキルアッ
プ，構成・配色などの美的造形力の鍛錬，多様
な表現技術の習得，提案力・発表力の強化など
であり，表現や素材について幅広く学んでいる。
本科の目指すことは，より豊かな生活のため，
「ものづくり」を通して社会貢献し活躍できる
よう，やわらかな発想，確かな技術，果敢な行
動力をもった人間性豊かなデザイナーの育成で
ある。

3．特色ある教育活動

⑴　ものづくり人材育成プログラムの活用
　東京都教育委員会が，毎年 6校の工業高校に
対して，ものづくり人材育成プログラム事業を
実施し，本校も伝統工芸「彫金技術・ワックス
彫刻蝋型技法」の分野で報償費等の支援を受け
ている。具体的には，本校アートクラフト科卒

業生で，人間国宝でもある桂　盛仁氏に夏季休
業期間中の 8日間講師をお願いしている。生徒
も教員も一流の彫金技術を直接見て，直接指導
を受ける機会となっている。中学生にとって，
募集説明会等でも，注目度が高い取組である。
⑵　工芸高校夢コンペの取組
　今年度で13回を数える工芸高校夢コンペは，
学校 PRの手立ての一つで，創造力と想像力を
ハガキに表現したものを，中学生から募集を行
っている。ハガキという決められたスペースで，
いかにイラストや写真で自己表現をするかが，
工夫の見せ所である。今年度は，589 通の応募
があり，最優秀賞，優秀賞が表彰された。すべ
ての作品を工芸祭で展示した。
⑶　地域連携
　本校では，近隣ホテルが主催する「アクア・
アート」に毎年有志で作品を応募している。ア
クア・アートとは，本物の生物を使い自然界の
仕組み（食物連鎖）をそのまま再現させた水槽
で，空間デザイン・デコレーションを表現する。
水槽で金魚などが生き続ける環境（害のない塗
料やオブジェの使用）に配慮することが求めら
れるので，環境を意識する機会となっている。

図5　デザイン科

図6　ものづくり人材育成プログラム

図7　アクア・アートの作品

⑷　ホームページのデザイン
　デザインの基本設計の提案は，委託業者から
助言を受けている。費用は，同窓会より支援を
受けているため，都立高校標準のホームページ
のレイアウトではない。閲覧対象者は，中学生
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やその保護者だけではなく，デザイン・工芸等
を広く職業にしている方々にも発信していると
いう意識がある。そのため，生徒作品のクオリ
ティーは高いものになっている。国際化を意識
して，ホームページに英語版の学校案内を掲載
している。

4．進路指導の取組

　全日制では，図 8に示すように，毎年約 8割
の生徒が東京藝術大学や東京学芸大学をはじ
め，美術系大学・専門学校に進学する。本学で
学んだ内容をさらに専門的に深め，将来の職業
のイメージを強くもっている生徒が多数いる。
進路指導の重点事項として，高大連携事業があ
る。協定を結んだ美術系大学から，夏季休業期
間に実施するデッサン講習会では，大学からの
講師派遣や，大学のオープンキャンパスの体験
授業（教材費は自己負担）に優先的に参加して
いる。この講習会には，定時制生徒も多く参加
しており，それぞれ希望する進路を実現してい
る。また，各専門学科で実施するデッサン講習
会には，卒業生（大学生）も指導補助者として
参加し，キャンパスライフや受験相談に対応し
ている。
　また，工芸高校で学んだ内容が生かせる就職
先として，独立行政法人　造幣局やバキューム
モールド工業，LIXIL，産経新聞制作所，世界
堂などがある。
　インターンシップは，全日制は 2年生の希望

者が 3月下旬の 4日間，定時制は，6月と 11 月
に 3年生の希望者が参加する。この機会をとら
え，職業の意義を理解させている。

5．これまでの取組の成果と課題

　毎年，生徒・保護者，教職員に対して，学校
評価アンケートを実施している。生徒・保護者
の学校満足度は，ほぼ100％である。最近では，
進学者の割合が 80％程度あることや，大学入
学共通テストを見据えて，英語の 4技能を確実
に身につけられること等が，保護者の期待とな
っている。生徒は，高校生活で思う存分にもの
づくりがしたいため，本校を選択し，入学した。
専門学科の課題を最優先で取り組む傾向があ
り，普通教科の学習が後回しとなりがちである。
普通科の教員は，工芸高校だからという理由で，
専門学科の教員に遠慮している現状がある。今
後は，普通教科の学力向上の手立てとして，職
員会議のない水曜日や夏季休業期間の一定期間
を，受験対策に特化した取組に割り振ることを
検討している。

6．おわりに

　全国的に，工業科教員が不足している現状が
ある。本校はその中でも，工芸系の工業高校で
あり，美術・工芸免許取得者の人材確保がたい
へん困難な状況である。本校としては，工芸系
教員養成にも視点を置いた，新しい高大連携事
業を模索していきたい。図8　平成29年度　全日制進路状況

図9　平成29年度　定時制進路状況
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